
業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

1 総
茅ヶ崎市青少
年対策基本方
針の進行管理

青少年対策基本
方針に基づく事
業計画作成のた
め

関係各
課

定
例
定
型

青少年関連事業
の進行管理、実
績検証時期

平成２５年７
月

平成２６年７
月

平成２７年７
月

平成２６
年７月 Ａ

７月に青少年対策基本方
針に基づく事業計画作成
を行い、茅ヶ崎市青少年
対策基本方針の進行管理
の成果をあげることがで
きた。

1
茅ヶ崎市青少
年対策基本方
針の進行管理

事業の進行管
理・実績検証

青少年関連事
業の進行・管
理・実績検証
時期

平成２６年
７月

平成２６年
７月

2 総
青少年問題協
議会の開催

青少年の指導、
育成、保護及び
矯正に関する総
合的施策の樹立
のため

協議会
委員

定
例
定
型

協議会の開催回
数

年間２回 年間２回 年間２回 314 年間2回 Ａ

7月・1月に協議会を開催
し青少年の指導、育成、
保護及び矯正に関する総
合的施策の樹立への成果
をあげることができた。

2
青少年問題協
議会の開催

協議会、幹事会
の開催

協議会、幹事
会の開催回数

年間６回 年間６回 314

2
青少年問題協
議会の開催

市長及び市の区
域内にある関係
行政機関への意
見具申

意見の具申の
回数

必要に応じ
た回数

該当なし

2
青少年問題協
議会の開催

協議会委員への
会議報酬の支払
い、議事録とり
まとめ事務

実施回数 年間２回 年間２回

3 総
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

社会環境浄化の
推進のため

市民

定
例
定
型

有害図書の回収 年間１２回 年間１２回 年間１２回
年間１２
回 Ａ

社会環境調査、有害図書
の回収や薬物乱用防止
キャンペーン等の実施に
より、社会環境浄化の推
進への成果をあげること
ができた。

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

社会環境実態調
査（まんが喫
茶、カラオケ
ボックス、携帯
電話等）

実施回数 年間１回 年間１回

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

有害図書の回収
有害図書の回
収

年間１２回 年間１２回

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動
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（右側）
2/40

1 総
茅ヶ崎市青少
年対策基本方
針の進行管理

1
茅ヶ崎市青少
年対策基本方
針の進行管理

2 総
青少年問題協
議会の開催

2
青少年問題協
議会の開催

2
青少年問題協
議会の開催

2
青少年問題協
議会の開催

3 総
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

177,781 177,781

0.11 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

事業の進行管
理・実績検証

青少年関連事
業の進行・管
理・実績検証
時期

平成２７年
７月

予
算
な
し

0.23 391 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

協議会、幹事会
の開催

協議会、幹事
会の開催回数

年間６回 391
維
持

市長及び市の区
域内にある関係
行政機関への意
見具申

意見の具申の
回数

必要に応じ
た回数

予
算
な
し

協議会委員への
会議報酬の支払
い、議事録とり
まとめ事務

実施回数 年間２回

予
算
な
し

0.19 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

社会環境実態調
査（まんが喫
茶、カラオケ
ボックス、携帯
電話等）

実施回数 年間１回

予
算
な
し

有害図書の回収
有害図書の回
収

年間１２回

予
算
な
し

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

有害図書類区分
陳列等調査

実施回数 年間１回 年間１回

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

薬物乱用防止
キャンペーン等
の支援

キャンペーン
等の回数

４回 ４回

4 総
青少年指導員
活動支援

子どもの安全を
守るため、青少
年育成団体の支
援をするため

青少年

定
例
定
型

愛のパトロール
実施地区数

１９地区 １９地区 １９地区 3,607 １９地区 Ａ

19小学校区において愛の
パトロール等を実施し、
子どもの安全を守るた
め、青少年育成団体の支
援への成果をあげてい
る。

4
青少年指導員
活動支援

愛のパトロール
等、青少年指導
員活動のための
各種支援

愛のパトロー
ル実施地区数

１９地区 １９地区 3,607

4
青少年指導員
活動支援

報酬の支払い事
務

実施回数 年間２回 年間２回

5 総
青少年育成指
導者研修

青少年指導者の
養成のため

青少年
育成指
導者

定
例
定
型

研修実施回数 年間３回 年間３回 年間３回 0 年間３回 Ａ
青少年指導員等に３回の
研修を実施し、青少年指
導者養成への成果をあげ
ている。

5
青少年育成指
導者研修

青少年育成指導
者研修

研修実施回数 年間３回 年間３回 0

5
青少年育成指
導者研修

青少年団体指導
者研修

研修実施回数 年間２回 年間２回 0

5
青少年育成指
導者研修

青少年指導員・
団体指導者の研
修開催にかかる
準備、事務

実施回数 年間５回 年間５回
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

3
青少年をとり
まく環境調査
及び浄化活動

4 総
青少年指導員
活動支援

4
青少年指導員
活動支援

4
青少年指導員
活動支援

5 総
青少年育成指
導者研修

5
青少年育成指
導者研修

5
青少年育成指
導者研修

5
青少年育成指
導者研修

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

有害図書類区分
陳列等調査

実施回数 年間１回

予
算
な
し

薬物乱用防止
キャンペーン等
の支援

キャンペーン
等の回数

４回

予
算
な
し

0.4 3,646 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

愛のパトロール
等、青少年指導
員活動のための
各種支援

愛のパトロー
ル実施地区数

１９地区 3,646
維
持

報酬の支払い事
務

実施回数 年間２回

予
算
な
し

0.19 45 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

青少年育成指導
者研修

研修実施回数 年間３回 30
維
持

青少年団体指導
者研修

研修実施回数 年間２回 15
維
持

青少年指導員・
団体指導者の研
修開催にかかる
準備、事務

実施回数 年間５回

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

6 総
青少年育成の
つどいの開催

青少年健全育成
の重要性を広く
市民に周知する
ため

市民

定
例
定
型

青少年育成のつ
どい開催時期

平成２５年１
２月

平成２６年１
２月

平成２７年１
２月

361

業
務
計
画

平成２６
年１２月 Ａ

12月に青少年育成のつど
いを実施し、青少年健全
育成の重要性を広く市民
に周知することへの成果
をあげている。

6
青少年育成の
つどいの開催

育成のつどい実
行委員会の開催

プログラムの
作成時期

平成２６年
１２月

平成２６年
１２月

361

業
務
計
画

6
青少年育成の
つどいの開催

育成のつどい資
料印刷、会場準
備等

実施回数 年間１回 年間１回

業
務
計
画

7 総
遊び体験教室
の開催

地域活動におけ
るインリーダー
の養成を図るた
め

市民・
青少年

定
例
定
型

教室の開催時期
平成２５年７
月

平成２６年７
月

平成２７年７
月

360

業
務
計
画

平成２７
年１０月 Ａ

10月に遊び体験教室を実
施し、目標値には達しな
かったが、遊び体験教室
の実施により地域活動に
おけるインリーダー養成
への成果をあげている。

7
遊び体験教室
の開催

事前研修及び体
験教室の開催

教室の開催時
期

平成２６年
７月

平成２６年
１０月

360

業
務
計
画

7
遊び体験教室
の開催

事前研修及び体
験教室の準備・
事務等

実施回数 １回 １回

業
務
計
画

8 総
自然体験教室
の開催

地域活動におけ
るリーダーの養
成を図るため

市民・
青少年

定
例
定
型

教室の開催回数 ２回 ２回 ２回 865

業
務
計
画

２回 Ａ
自然体験教室の２回の実
施により、地域活動にお
けるリーダー養成への成
果をあげている。

8
自然体験教室
の開催

事前研修及び体
験教室の開催

開催時期
平成２６年
７月、８月

平成２６年
７月

865

業
務
計
画

8
自然体験教室
の開催

事前研修及び体
験教室の準備・
事務

実施回数 年間２回 年間２回

業
務
計
画
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

6 総
青少年育成の
つどいの開催

6
青少年育成の
つどいの開催

6
青少年育成の
つどいの開催

7 総
遊び体験教室
の開催

7
遊び体験教室
の開催

7
遊び体験教室
の開催

8 総
自然体験教室
の開催

8
自然体験教室
の開催

8
自然体験教室
の開催

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.19 365

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

育成のつどい実
行委員会の開催

プログラムの
作成時期

平成２７年
１２月

365

業
務
計
画

維
持

育成のつどい資
料印刷、会場準
備等

実施回数
年間１回
（400人）

業
務
計
画

予
算
な
し

0.23 415

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

事前研修及び体
験教室の開催

教室の開催時
期

平成２７年
１０月

415

業
務
計
画

維
持

事前研修及び体
験教室の準備・
事務等

実施回数 １回

業
務
計
画

予
算
な
し

0.28 1,254

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

事前研修及び体
験教室の開催

開催時期
平成２７年
７月、８月

1,254

業
務
計
画

維
持

事前研修及び体
験教室の準備・
事務

実施回数 年間２回

業
務
計
画

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

9 総
野外研修施設
の検討・整備

青少年の健全育
成を図るための
野外研修施設を
検討するため

市民・
青少年

政
策
野外研修施設の
整備

施設導入に係
る諸条件の整
理

施設導入に係
る諸条件の整
理

施設導入に係
る諸条件の整
理

施設導入
に係る諸
条件の整
理

Ａ

施設導入に係る諸条件の
整理のため、教育委員会
内部検討会議を実施し、
青少年の健全を図るため
の野外研修施設を検討す
る目的については概ね達
成することができた。

9
野外研修施設
の検討・整備

施設導入におけ
る諸条件の整
理、検討

野外研修施設
の整備

施設導入に
係る諸条件
の整理

施設導入に
係る諸条件
の整理

10 総
ジュニアリー
ダー養成講座
の開催

ジュニアリー
ダーの養成、資
質向上を図るた
め

市民・
青少年

定
例
定
型

ジュニアリー
ダー養成講座開
催数

年間４回 年間４回 年間４回 90 年間６回 Ａ

ジュニアリーダー養成講
座を6回開催し、ジュニ
アリーダーの養成、資質
向上を図るという成果を
あげることができた。

10
ジュニアリー
ダー養成講座
の開催

ジュニアリー
ダー養成講座の
開催

ジュニアリー
ダー養成講座
開催

年間４回 年間６回 90

10
ジュニアリー
ダー養成講座
の開催

ジュニアリー
ダー養成講座の
準備・財務会計
事務

実施回数 年間４回 年間６回

11 総
子ども会育成
事業

子ども会組織の
育成のため

市民・
青少年

定
例
定
型

子ども会交流事
業開催時期

平成２５年８
月

平成２６年８
月

平成２７年８
月

70
平成２６
年８月 Ａ

８月に子ども会交流事業
を実施し、子ども会組織
の育成に成果をあげるこ
とができた

11
子ども会育成
事業

子ども会集団事
業の開催

子ども会交流
事業開催時期

平成２６年
８月

平成２６年
８月

70



業務棚卸評価シート

（右側）
8/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

9 総
野外研修施設
の検討・整備

9
野外研修施設
の検討・整備

10 総
ジュニアリー
ダー養成講座
の開催

10
ジュニアリー
ダー養成講座
の開催

10
ジュニアリー
ダー養成講座
の開催

11 総
子ども会育成
事業

11
子ども会育成
事業

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.03 なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

施設導入におけ
る諸条件の整
理、検討

野外研修施設
の整備

施設導入に
係る諸条件
の整理

予
算
な
し

0.28 151

位置付け
ないが取
り組みを
進める

不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

ジュニアリー
ダー養成講座の
開催

ジュニアリー
ダー養成講座
開催

年間４回 151

位置付け
ないが取
り組みを
進める

その他 ４人

平成２７年度
にジュニア
リーダーなる
人数

26

青少年会館など
で開催されるア
ウトドア講座へ
の参加や市民団
体を活用したふ
るさとを知る講
座など魅力的な
研修メニューに
改善する。

維
持

ジュニアリー
ダー養成講座の
準備・財務会計
事務

実施回数 年間４回

位置付け
ないが取
り組みを
進める

その他 ２月

平成２７年度
のジュニア
リーダーの募
集の通知時期

26

自然体験教室・
遊び体験教室に
参加した新中学
１年生及び現
ジュニアや子ど
も会等による加
入の周知を行
う。

予
算
な
し

0.25 85 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

子ども会集団事
業の開催

子ども会交流
事業開催時期

平成２７年
８月

85
維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
9/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

11
子ども会育成
事業

市子ども会連絡
協議会との連絡
調整及び役員研
修等活動の支援

実施回数 年間２２回 年間２２回

11
子ども会育成
事業

子ども会集団事
業の開催準備・
財務会計事務

実施回数 年間1回 年間1回

12 総
成人のつどい
事業

新成人を祝福す
るとともに、成
人としての自覚
を促すため

市民・
青少年

定
例
定
型

新成人出席率 ７５％ ７５％ ７５％ 1,310

業
務
計
画

６６．
５％ Ａ

１月の成人のつどいにお
いて、新成人出席率が
66.5%となり。75%の目標
値には達しなかったが、
新成人を祝福し成人とし
ての自覚を促すという目
的は成果がでており、事
務事業の目的は概ね達成
することができた。

12
成人のつどい
事業

実行委員会の開
催

新成人出席率 ７５％ ６６．５％ 1,310

業
務
計
画

12
成人のつどい
事業

実行委員会の開
催

実行委員会の
開催準備（案
内通知・会議
録作成等）

毎月１回
（７月～１
月）

毎月１回
（７月～１
月）

業
務
計
画

13 総
子ども大会の
実施

子ども会会員間
の交流と親睦を
図るため

市民・
青少年

定
例
定
型

１９小学校区の
開催

１９学区 １９学区 １９学区 1,520 １９学区 Ａ
19学区で子ども大会を実
施し、子ども会会員間の
交流と親睦への成果をあ
げることができた。

13
子ども大会の
実施

各小学校区・各
地区青少年育成
推進協議会によ
る事業実施

実施地区数 １９学区 １９学区 1,520

13
子ども大会の
実施

子ども大会実施
に係る関係資料
印刷、送付等の
事務

実施回数 １９回 １９回



業務棚卸評価シート

（右側）
10/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

11
子ども会育成
事業

11
子ども会育成
事業

12 総
成人のつどい
事業

12
成人のつどい
事業

12
成人のつどい
事業

13 総
子ども大会の
実施

13
子ども大会の
実施

13
子ども大会の
実施

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

市子ども会連絡
協議会との連絡
調整及び役員研
修等活動の支援

実施回数 年間２２回

予
算
な
し

子ども会集団事
業の開催準備・
財務会計事務

実施回数 年間1回

予
算
な
し

0.32 1,469

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

実行委員会の開
催

新成人出席率 ７５％ 1,469

業
務
計
画

維
持

実行委員会の開
催

実行委員会の
開催準備（案
内通知・会議
録作成等）

毎月１回
（７月～１
月）

業
務
計
画

予
算
な
し

0.21 1,520 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

各小学校区・各
地区青少年育成
推進協議会によ
る事業実施

実施地区数 １９学区 1,520
維
持

子ども大会実施
に係る関係資料
印刷、送付等の
事務

実施回数 １９回

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
11/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

14 総
子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を
守るため、青少
年育成団体等と
啓発活動を行
う。

市民・
青少年

政
策

子どもの安全活
動に係る支援学
区数

１９学区（通
年）

１９学区（通
年）

１９学区（通
年）

1,309

業
務
計
画

１９学区
（通年） Ａ

19学区において、子ども
の安全を守る啓発活動を
青少年育成団体と協力し
て実施し、子どもの安全
を守る取り組みへの成果
をあげることができた。

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

啓発物品の配布
等による活動支
援

子どもの安全
活動に係る支
援学区数

１９学区
（通年）

１９学区
（通年）

1,269

業
務
計
画

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

啓発物品の財務
会計事務・配布
準備

実施回数 ５回 ５回

業
務
計
画

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

市職員の腕章着
用による子ども
の見守り活動

実施回数 ５回 ５回

業
務
計
画

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

街頭キャンペー
ン

実施回数 ２回 ５回 40

業
務
計
画

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

市広報紙・ホー
ムページによる
子どもの見守り
広報活動

実施回数
４回（長期
休み明け）

４回（長期
休み明け）

業
務
計
画

15 総
インターネッ
ト有害情報監
視事業

インターネット
を介したいじめ
や犯罪から子ど
もたちを守る。

青少年
政
策

小・中学校に係
るインターネッ
ト上の検索件数

５，０００件/
月

５，０００件/
月

５，０００件/
月

2,274

業
務
計
画

6,711件/
月 Ａ

インターネット上の書き
込み等について月平均
6,711件の検索を実施
し、学校教育指導課及び
学校と連携し、いじめや
犯罪等から子どもたちの
安全を守るため成果をあ
げることができた。

15
インターネッ
ト有害情報監
視事業

小・中学校に係
るインターネッ
ト上の検索及び
報告

小・中学校に
係るインター
ネット上の検
索件数

５，０００
件/月

６，７１１
件/月

2,274

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
12/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

14 総
子どもの安全
を守る都市の
推進

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

14
子どもの安全
を守る都市の
推進

15 総
インターネッ
ト有害情報監
視事業

15
インターネッ
ト有害情報監
視事業

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.27 1,515

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

啓発物品の配布
等による活動支
援

子どもの安全
活動に係る支
援学区数

１９学区
（通年）

1,471

業
務
計
画

維
持

啓発物品の財務
会計事務・配布
準備

実施回数 ５回

業
務
計
画

予
算
な
し

市職員の腕章着
用による子ども
の見守り活動

実施回数 ５回

業
務
計
画

予
算
な
し

街頭キャンペー
ン

実施回数 ２回 44

業
務
計
画

維
持

市広報紙・ホー
ムページによる
子どもの見守り
広報活動

実施回数
４回（長期
休み明け）

業
務
計
画

予
算
な
し

1.16 2,442

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

小・中学校に係
るインターネッ
ト上の検索及び
報告

小・中学校に
係るインター
ネット上の検
索件数

５，０００
件/月

2,442

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
13/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

16 総
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

次代を担う子ど
もたちに夢と希
望を与えるた
め、茅ヶ崎ゆか
りの宇宙飛行士
関連展示コー
ナーを開設す
る。

市民・
青少年

政
策

宇宙教室飛行士
展示コーナー入
場者数

２５人／日 ２５人／日 ２５人／日 4,271

業
務
計
画

11.3人/
日 Ｃ

宇宙教室飛行士展示コー
ナー入場者数の目標値に
は達しなかったが、宇宙
教室・宇宙記念日事業に
ついては参加者数が増
え、事業目標について充
分に成果がでており、事
業の目的は概ね達成して
いる。

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

展示コーナーの
開設

来場者数 ２５人／日
１１.３人/
日

191

業
務
計
画

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

展示コーナーの
管理業務

管理期間
平成２７年
３月

平成２７年
３月

3,628

業
務
計
画

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

展示コーナーの
管理委託料、負
担金の支払い事
務

管理期間
平成２７年
３月

平成２７年
３月

業
務
計
画

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

宇宙教室の開催
宇宙教室の開
催回数

年間４回 年間４回 452

業
務
計
画

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

17 総
冒険遊び場事
業

青少年の育成と
多様な居場所づ
くりのため、市
民の森を実施場
所として、冒険
遊び場の開設及
び運営する。

市民
政
策
冒険遊び場事業
開設数

年間１２回 年間１２回 年間１２回 400

業
務
計
画

11回 Ａ

荒天のため、年間１２回
の開設目標には達しな
かったが、参加者は年々
増加しており事業目標に
ついても概ね達成するこ
とができた。

17
冒険遊び場事
業

冒険遊び場の開
設及び運営

開設及び運営
回数

年間１２回 年間１２回 400

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
14/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

16 総
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

16
茅ヶ崎ゆかり
の宇宙飛行士
関連事業

17 総
冒険遊び場事
業

17
冒険遊び場事
業

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.51 4,973

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

展示コーナーの
開設

来場者数 ２５人／日 470

業
務
計
画

維
持

展示コーナーの
管理業務

管理期間
平成２８年
３月

3,753

業
務
計
画

維
持

展示コーナーの
管理委託料、負
担金の支払い事
務

管理期間
平成２８年
３月

業
務
計
画

予
算
な
し

宇宙教室の開催
宇宙教室の開
催回数

年間４回 250

業
務
計
画

維
持

宇宙記念日事業
の開催

宇宙記念日事
業の開催

平成２７年
８月９日

500

業
務
計
画

維
持

0.13 400

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

冒険遊び場の開
設及び運営

開設及び運営
回数

年間１２回 400

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
15/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

17
冒険遊び場事
業

委託団体との事
業打合せ

開催回数
１２回（年
間）

１２回（年
間）

業
務
計
画

18 総
小学校ふれあ
いプラザ事業

放課後の小学校
施設を子どもた
ちの遊び場とし
て開放する。

児童
政
策
小学校ふれあい
プラザ利用者数

年間２７，０
００人

年間２９，０
００人

年間３１，０
００人

14,085

業
務
計
画

29,475人 Ａ
年間29,475人の利用者数
があり、放課後の子ども
たちの居場所という成果
をあげることができた。

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

既設校の運営 既設開設校数 １８校 １８校 13,857

業
務
計
画

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

新設校の運営 新設校数 １校 0 0

業
務
計
画

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

運営協議会の開
催

実施回数 ４回 ４回 112

業
務
計
画

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

学習アドバイ
ザーの活用

実施校数 １９校 18校 116

業
務
計
画

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

県補助金・委託
料等に係る資料
の印刷、送付等

実施時期
平成２６年
４月、平成
２７年３月

平成２６年
４月、平成
２７年３月

業
務
計
画

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

会議開催にかか
る通知送付、会
場設営、会議録
作成等

実施回数
４回（年
間）

４回（年
間）

業
務
計
画

19 総
青少年広場の
運営管理

青少年広場の利
用の促進及び安
全管理のため

市民

定
例
定
型

安全な管理 通年 通年 通年 43,627

業
務
計
画

通年 Ａ

市内に22か所目となる香
川二丁目青少年広場も開
設し、一年を通して青少
年広場の利用の促進及び
安全管理の目標は達成し
成果をあげることができ
た。



業務棚卸評価シート

（右側）
16/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

17
冒険遊び場事
業

18 総
小学校ふれあ
いプラザ事業

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

18
小学校ふれあ
いプラザ事業

19 総
青少年広場の
運営管理

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

委託団体との事
業打合せ

開催回数
１２回（年
間）

業
務
計
画

予
算
な
し

0.66 17,967

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大
維
持

既設校の運営 既設開設校数 １８校 16,610

業
務
計
画

維
持

新設校の運営 新設校数 １校 786

業
務
計
画

維
持

運営協議会の開
催

実施回数 ４回 160

業
務
計
画

維
持

学習アドバイ
ザーの活用

実施校数 １９校 411

業
務
計
画

維
持

県補助金・委託
料等に係る資料
の印刷、送付等

実施時期
平成２７年
４月、平成
２８年３月

業
務
計
画

予
算
な
し

会議開催にかか
る通知送付、会
場設営、会議録
作成等

実施回数
４回（年
間）

業
務
計
画

予
算
な
し

0.98 6,442

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

未 高 高 高 現状維持
維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
17/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

19
青少年広場の
運営管理

青少年広場の設
置に係る調査等

設置候補地の
検討箇所数

１箇所 １箇所

業
務
計
画

19
青少年広場の
運営管理

施設の整備
施設の点検と
補修等の管理

通年(21か
所）

通年(21か
所）

42,470

業
務
計
画

19
青少年広場の
運営管理

青少年広場の貸
出

管理人による
施錠の確認日
数

毎日（雨天
及び利用し
ない日を除
く）

毎日（雨天
及び利用し
ない日を除
く）

1,157

業
務
計
画

19
青少年広場の
運営管理

青少年広場用地
に係る財務会計
事務

実施時期
平成２７年
３月

平成２７年
３月

業
務
計
画

20 総
子どもの家の
運営管理

子どもの家の利
用促進のため

市民

定
例
定
型

子どもの家利用
者数

32,000人 32,320人 32,640人 510 32,544人 Ａ
年間32,544人の利用があ
り、子どもの家の利用促
進という成果をあげるこ
とができた。

20
子どもの家の
運営管理

適切な管理業務
の実施

修繕実施時期
平成２７年
３月

平成２７年
３月

160

20
子どもの家の
運営管理

指定管理者との
定期的な協議

実施回数 ４回／館 4回/館

20
子どもの家の
運営管理

指定管理に係る
財務会計事務

実施館数 ５館 ５館

20
子どもの家の
運営管理

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年間１２回
（月１回）

年間１２回
（月１回）



業務棚卸評価シート

（右側）
18/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

19
青少年広場の
運営管理

19
青少年広場の
運営管理

19
青少年広場の
運営管理

19
青少年広場の
運営管理

20 総
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

青少年広場の設
置に係る調査等

設置候補地の
検討箇所数

１箇所

業
務
計
画

予
算
な
し

施設の整備
施設の点検と
補修等の管理

通年（22か
所）

5,213

業
務
計
画

位置付け
ないが取
り組みを
進める

その他 ４年
契約期間の拡
大（現在３
年）

26

▼契約期間の見
直し
▼利用者マナー
向上の周知方法
見直し

維
持

青少年広場の貸
出

管理人による
施錠の確認日
数

毎日（雨天
及び利用し
ない日を除
く）

1,229

業
務
計
画

維
持

青少年広場用地
に係る財務会計
事務

実施時期
平成２８年
３月

業
務
計
画

予
算
な
し

0.16 359 なし 未 高 高 高 現状維持
維
持

適切な管理業務
の実施

修繕実施時期
平成２８年
３月

359
維
持

指定管理者との
定期的な協議

実施回数 ４回／館
維
持

指定管理に係る
財務会計事務

実施館数 ６館
維
持

指定管理業務モ
ニタリング（月
次報告）

月次報告の評
価回数

年間１２回
（月１回）

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
19/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

20
子どもの家の
運営管理

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

年間１回 年間１回

20
子どもの家の
運営管理

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

年間１回 年間１回

20
子どもの家の
運営管理

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

導入施設への
実地調査回数

１施設×年
間４回

１施設×年
間４回

20
子どもの家の
運営管理

（仮称）松浪地
区地域集会施設
（子どもの家）
開設に係る関係
者との調整

開設に係る協
議、指定管理
者の選定

平成２７年
３月

平成２７年
３月

10

20
子どもの家の
運営管理

（仮称）松浪地
区地域集会施設
（子どもの家）
開設に係る準備

子どもの家開
設準備に係る
備品の調達等

平成２７年
３月

平成２７年
３月

340

21 総
子どもの家の
管理業務委託

小学生や児童が
安心して、遊ぶ
ことのできる居
場所づくりのた
め

市民
政
策
子どもの家利用
者数

32,000人 32,320人 32,640人 16,046 32,544人 Ａ
年間32,544人の利用があ
り、子どもの家の利用促
進という成果をあげるこ
とができた。

21
子どもの家の
管理業務委託

指定管理者によ
る運営管理

子どもの家利
用者数

32,320人 32,544人 16,046

22 総

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

青少年団体活動
の支援のため

市民

定
例
定
型

青少年指導員連
絡協議会及び市
子ども会連絡協
議会の理事会開
催数

年間１２回 年間１２回 年間１２回 4,568
年間１２
回 Ａ

青少年指導員連絡協議会
及び市子ども会連絡協議
会の理事会を年間１２回
開催し、青少年団体活動
の支援について成果をあ
げることができた。

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

茅ヶ崎市青少年
育成推進連絡会
議の開催

連絡会議の回
数

年間４回 年間４回 1,854



業務棚卸評価シート

（右側）
20/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

20
子どもの家の
運営管理

21 総
子どもの家の
管理業務委託

21
子どもの家の
管理業務委託

22 総

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

指定管理業務モ
ニタリング（年
次報告）

年次報告の評
価回数

年間１回
維
持

指定管理業務モ
ニタリング（利
用者アンケー
ト）

利用者アン
ケートの実施
回数

年間１回
維
持

指定管理業務モ
ニタリング（実
地調査）

導入施設への
実地調査回数

１施設×年
間４回

維
持

0.17 20,328 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

指定管理者によ
る運営管理

子どもの家利
用者数

33,000人 20,328
維
持

0.65 4,615 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

茅ヶ崎市青少年
育成推進連絡会
議の開催

連絡会議の回
数

年間４回 1,854
維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
21/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

茅ヶ崎市青少年
指導員連絡協議
会の開催

理事会の回数 年間１２回 年間１２回 270

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

茅ヶ崎市子ども
会連絡協議会の
開催

理事会の回数 年間１２回 年間１２回 594

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

事務補助及び拡
充事業等のホー
ムページ作成、
資料整理

事務補助及び
各種事業の
ホームページ
作成および更
新作業

平成２７年
３月

平成２７年
３月

1,755

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

各青少年育成団
体補助金に係る
資料の印刷、送
付等

補助金の支出
平成２６年
５月

平成２６年
５月

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

地域防犯活動連
絡調整

謝礼の支出
平成２７年
３月

平成２７年
３月

95

23 総

(仮称）浜見
平地区複合施
設整備事業
(青少年関連
施設）

浜見平地区まち
づくり計画にお
いて、地域住民
が有効に活用で
きる施設を提供
するため

市民
政
策
青少年関連施設
の整備

関係課協議 開設準備 開設

　平成２６年４月から事
業の主管が青少年課から
文化生涯学習課に移り、
評価については文化生涯
学習課で行うため、青少
年課では評価対象外

23

(仮称）浜見
平地区複合施
設整備事業
(青少年関連
施設）

青少年の多目的
スペースの活用
の検討

検討会議の回
数

4回 4回

24 総
会館管理業務
委託（青少年
会館）

施設の良好な利
用環境を維持す
る。

利用者

定
例
定
型

清掃日数、点検
回数、警備日数

３６５日（毎
日）

３６５日（毎
日）

３６６日（毎
日）

6,234
３６５日
（毎日） Ａ

必要な事務及び管理を行
い、施設の良好な利用環
境を維持できた。

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

館内清掃業務
（日常・床・ガ
ラス・照明灯）

館内清掃日数
３０７日及
び随時

３０７日及
び随時

4,524



業務棚卸評価シート

（右側）
22/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

22

各種協議会と
青少年対策に
関する連絡調
整

23 総

(仮称）浜見
平地区複合施
設整備事業
(青少年関連
施設）

23

(仮称）浜見
平地区複合施
設整備事業
(青少年関連
施設）

24 総
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

茅ヶ崎市青少年
指導員連絡協議
会の開催

理事会の回数 年間１２回 270
維
持

茅ヶ崎市子ども
会連絡協議会の
開催

理事会の回数 年間１２回 634
維
持

事務補助及び拡
充事業等のホー
ムページ作成、
資料整理

事務補助及び
各種事業の
ホームページ
作成および更
新作業

平成２８年
３月

1,762
維
持

各青少年育成団
体補助金に係る
資料の印刷、送
付等

補助金の支出
平成２７年
５月

予
算
な
し

地域防犯活動連
絡調整

謝礼の支出
平成２８年
３月

95
維
持

終了

終了

0.4 6,486 あり 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

館内清掃業務
（日常・床・ガ
ラス・照明灯）

館内清掃日数
３０８日及
び随時

4,641 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

26

他の施設との一
括発注による経
費の削減等最適
な管理業務を実
施する。

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

空調設備等保守
点検業務

点検回数 年間４回 年間４回 872

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

エレベーター保
守点検業務

点検回数
年間１２回
（毎月）

年間１２回
（毎月）

194

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

監視システムに
よる警備業務

警備日数
３６５日
（毎日）

３６５日
（毎日）

130

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

自家変電設備保
守点検業務

月次点検及び
定期点検の回
数

年１２回
（毎月）及
び年１回

年１２回
（毎月）及
び年１回

268

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

消防用設備保守
点検業務

外観機能点
検・綜合点検
の回数

年１回ずつ 年１回ずつ 96

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

トレーニング器
具保守点検業務

器具保守点検
の回数

年間１回 年間１回 62

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

自動扉開閉装置
保守点検業務

開閉装置保守
点検の回数

年間２回 年間２回 55

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

植木剪定業務
庭植木剪定の
回数

年間１回 年間１回 33

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

防火対象物定期
点検業務

防火対象物点
検の回数

年間１回 ０ 0



業務棚卸評価シート

（右側）
24/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

空調設備等保守
点検業務

点検回数 年間４回 907 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

26

他の施設との一
括発注による経
費の削減等最適
な管理業務を実
施する。

維
持

エレベーター保
守点検業務

点検回数
年間１２回
（毎月）

194 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

28以
降

他の施設との一
括発注による経
費の削減等最適
な管理業務を実
施する。

維
持

監視システムに
よる警備業務

警備日数
３６６日
（毎日）

130 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

27

他の施設との一
括発注による経
費の削減等最適
な管理業務を実
施する。

維
持

自家用電気工作
物保守点検業務

月次点検及び
定期点検の回
数

年１２回
（毎月）及
び年１回

268 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

28以
降

他の施設との一
括発注による経
費の削減等最適
な管理業務を実
施する。

維
持

消防用設備保守
点検業務

外観機能点
検・綜合点検
の回数

年１回ずつ 96
維
持

トレーニング器
具保守点検業務

器具保守点検
の回数

年間１回 62
維
持

自動扉開閉装置
保守点検業務

開閉装置保守
点検の回数

年間２回 55
維
持

植木剪定業務
庭植木剪定の
回数

年間１回 33
維
持

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

害虫駆除委託
害虫駆除の回
数

年間２回 ０ 0

25 総

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

安全に会館が利
用できるように
すると共に青少
年等の活動拠点
として施設を提
供する。

利用者

定
例
定
型

出勤日数、管理
日数、調律の回
数、光熱水費、
通信運搬費、使
用料等の支払期
限、開館日数

３０５日（開
館日数）

３０６日（開
館日数）

３０８日（開
館日数）

13,544

３０６日
（開館日
数）

Ａ

修理が必要な箇所はある
が、適切に事務及び管理
を行い、安全な会館運営
ができ、306日間開設す
ることができた。

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

社会教育嘱託員
の任用

任用する社会
教育嘱託員の
出勤日数

６９８日 ６９８日 5,933

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

夜間管理臨時職
員の雇用

夜間管理臨時
職員の管理日
数

３０６日 ３０６日 1,237

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

複写機利用サー
ビス

複写機利用
サービス提供
日数

３０６日 ３０６日

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

備品の維持管理
等

ピアノ調律・
簡易専用水道
検査・軽自動
車点検の回
数・防火管理
者講習手数料

年間１回 年間１回 57

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

施設の維持管理

光熱水費ほか
通信運搬費・
使用料等の支
払期限

平成２７年
３月

平成２７年
３月

5,483

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

良好な施設環境
の維持を目的と
した営繕

開館日数 ３０６日 ３０６日 834

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

予約システムに
よる使用承認事
務

使用承認件数 １６００件 １６０３件



業務棚卸評価シート

（右側）
26/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

24
会館管理業務
委託（青少年
会館）

25 総

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

害虫駆除委託
害虫駆除の回
数

年間２回 100
維
持

2.84 13,234 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

社会教育嘱託員
の任用

任用する社会
教育嘱託員の
出勤日数

６９８日 5,933
維
持

夜間管理臨時職
員の雇用

夜間管理臨時
職員の管理日
数

３０８日 1,279
維
持

複写機利用サー
ビス

複写機利用
サービス提供
日数

３０８日

予
算
な
し

備品の維持管理
等

ピアノ調律・
簡易専用水道
検査・軽自動
車点検の回
数・防火管理
者講習手数料

年間１回 80
維
持

施設の維持管理

光熱水費ほか
通信運搬費・
使用料等の支
払期限

平成２８年
３月

5,442
維
持

良好な施設環境
の維持を目的と
した営繕

開館日数 ３０８日 500
維
持

予約システムに
よる使用承認事
務

使用承認件数 １６００件

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
27/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

使用料公金取扱
事務

取扱件数 ７００件 ５６２件

26 総
主催事業の開
催（青少年会
館）

社会性・自立
性・協調性を養
うため多様な体
験学習の場（事
業開催）を提供
し青少年の育成
を支援する。

市民

定
型
定
例

事業数 ５８事業 ５８事業 ５８事業 612

業
務
計
画

６７事業 Ａ
主催事業を行った結果、
目標値を上回る事業を行
うことができ、成果を上
げることができた。

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

青少年事業の開
催

事業数 １９事業 ２９事業 317

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

子ども事業の開
催

事業数 １４事業 １３事業 95

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

親子事業の開催 事業数 １４事業 １３事業 55

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

交流事業の開催 事業数 ３事業 ３事業 68

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

共催事業の開催 事業数 １事業 ２事業 77

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

開放事業の開催 事業数 ７事業 ７事業

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

施設開放事業の
推進

利用者延人数 30,000人 36,742人

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
28/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

25

その他会館運
営のための管
理事務（青少
年会館）

26 総
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

使用料公金取扱
事務

取扱件数 ６００件

予
算
な
し

2.37 634

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

青少年事業の開
催

事業数 ４３事業 380

業
務
計
画

維
持

子ども事業の開
催

事業数 １３事業 129

業
務
計
画

維
持

親子事業の開催 事業数 １２事業 60

業
務
計
画

維
持

交流事業の開催 事業数 ３事業 48

業
務
計
画

維
持

共催事業の開催 事業数 ２事業 17

業
務
計
画

維
持

開放事業の開催 事業数 ７事業

業
務
計
画

予
算
な
し

施設開放事業の
推進

利用者延人数 30,000人

業
務
計
画

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

青少年関係団体
支援

活動場所の提
供日数

３０６日 ３０６日

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

学校外活動のた
めの施設開放

活動場所の提
供日数

３０６日 ３０６日

業
務
計
画

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

青少年のための
施設開放

活動場所の提
供日数

３０６日 ３０６日

業
務
計
画

27 総
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

施設の良好な利
用環境を維持す
るため

市内在
勤・在
住利用
者

定
例
定
型

清掃日数・点検
回数・警備日数

３６５日
(毎日）

３６５日
(毎日）

３６６日
(毎日）

3,953
365日
（毎日） Ａ

目標とした事務を行い、
適切な処理により成果が
出ている。

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

自家用電気工作
物保守点検委託

月次点検及び
定期点検の回
数

年間１２回
（毎月）
及び年１回

年間１２回
（毎月）
及び年１回

215

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

エレベーター保
守点検委託

月次点検回数
年間１２回
（毎月）

年間１２回
（毎月）

207

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

警備業務委託 警備日数
３６５日
（毎日）

３６５日
（毎日）

148

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

消防用設備保守
点検委託

機能外観点検
及び綜合点検
の回数

年各１回 年各１回 69



業務棚卸評価シート

（右側）
30/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

26
主催事業の開
催（青少年会
館）

27 総
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

青少年関係団体
支援

活動場所の提
供日数

３０８日

業
務
計
画

予
算
な
し

学校外活動のた
めの施設開放

活動場所の提
供日数

３０８日

業
務
計
画

予
算
な
し

青少年のための
施設開放

活動場所の提
供日数

３０８日

業
務
計
画

予
算
な
し

0.51 2,969 あり 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

自家用電気工作
物保守点検委託

月次点検及び
定期点検の回
数

年間６回
（毎月） 93

維
持

エレベーター保
守点検委託

月次点検回数
年間６回
（毎月）

116
維
持

警備業務委託 警備日数
３６６日
（毎日）

511 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２７年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

27

委託している管
理業務を他施設
との一括発注に
より経費削減等
を図り、最適な
管理業務を図
る。

維
持

予
算
な
し



業務棚卸評価シート

（左側）
31/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

清掃業務委託
（日常・Pタイ
ル・窓硝子・
等）

館内清掃日数
３０６日
（開館日）
及び随時

３０６日
（開館日）
及び随時

2,671

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

空調設備保守点
検委託

冷暖房切替及
び機器性能点
検

年間２回及
び１回

年間２回及
び１回

392

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

重油タンク清掃
及び保守点検委
託

清掃点検・漏
洩検査

年間１回 年間１回
86

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

防火対象物点検 点検回数 年間１回 年間１回 16

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

トランス等ＰＣ
Ｂ調査委託

点検回数 １回 １回 149

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

28 総

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

安全な会館利用
及び青少年活動
の拠点として施
設管理をするた
め

利用者

定
例
定
型

出勤日数、管理
日数、調律の回
数、光熱水費、
通信運搬費、使
用料等の支払期
限、開館日数

３０５日（開
館日数）

３０６日（開
館日数）

３０８日（開
館日数）

11,329

３０６日
（開館日
数）

Ａ
職員の業務連携により、
安心した会館運営を行
い、成果が出ている。

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

社会教育嘱託員
等の任用

任用する社会
教育嘱託員等
の出勤日数

６９８日 ６９８日 5,933



業務棚卸評価シート

（右側）
32/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

27
会館管理業務
委託（海岸青
少年会館）

28 総

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

清掃業務委託
（日常・Pタイ
ル・窓硝子・
等）

館内清掃日数
３０８日
（開館日）
及び随時

1,966 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

26

委託している管
理業務を他施設
との一括発注に
より経費削減等
を図り、最適な
管理業務を図
る。

維
持

空調設備保守点
検委託

冷暖房切替及
び機器性能点
検

年間１回 186 あり
④選択と集中
の徹底・自主
財源の確保

２６年度

最適な会館管
理業務委託の
検討結果に基
づく管理業務
実施時期

26

委託している管
理業務を他施設
との一括発注に
より経費削減等
を図り、最適な
管理業務を図
る。

維
持

予
算
な
し

予
算
な
し

予
算
な
し

貯水槽簡易点検
作業委託

点検回数 年間６回 97
減
ら
す

2.36 10,507 あり 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

社会教育嘱託員
等の任用

任用する社会
教育嘱託員等
の出勤日数

６９８日 5,933

位置付け
ないが取
り組みを
進める

⑦総人件費抑
制

２８年度
会館管理業務
等の適正な人
員配置

28以
降

社会教育嘱託員
の１名減

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

夜間管理臨時職
員の雇用

夜間管理臨時
職員の管理日
数

３０６日 ３０４日 1,245

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

電子複写機の賃
貸借契約

月次点検回数 年１２回 年１２回
96

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

施設の維持管理

消耗品・燃料
費・光熱水
費・修繕等
（需用費）の
支払期限及び
工事の竣工日

平成２７年
３月

平成２７年
３月

3,886

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

ボイラー取得講
習会及び防火管
理者資格講習会
への参加

講習会の開催
日

年各１回 年各１回 5

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

良好な施設環境
の維持を目的と
した営繕

開館日数 ３０６日 ３０６日 164

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

予約システムに
よる使用使用承
認事務

使用承認件数 1700件
１,６５２
件

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

使用公金取扱事
務

取扱件数 900件
１,０７５
件

29 総
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

社会性・自立
性・協調性を養
うため多様な体
験学習の場（事
業開催）を提供
し青少年の育成
を支援する。

青少年
及び保
護者

定
例
定
型

事業数 ３９事業 ３９事業 ３９事業 936

業
務
計
画

５４事業 Ａ

社会性・自律性・協調性
を養うため、多様な体験
学習（事業開催）を提供
し、青少年の健全育成を
支援した。

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

青少年事業に関
すること（小学
生～高校生）

事業数 １5 事業 ２３事業 308

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

28

その他会館運
営のための管
理業務（海岸
青少年会館）

29 総
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

夜間管理臨時職
員の雇用

夜間管理臨時
職員の管理日
数

３０８日 1,279
維
持

電子複写機の賃
貸借契約

月次点検回数 年１２回
96

維
持

施設の維持管理

消耗品・燃料
費・光熱水
費・修繕等
（需用費）の
支払期限及び
工事の竣工日

平成２８年
３月

3,024
維
持

ボイラー取得講
習会及び防火管
理者資格講習会
への参加

講習会の開催
日

年各１回 20
維
持

良好な施設環境
の維持を目的と
した営繕

開館日数 ３０８日 155
維
持

予約システムに
よる使用使用承
認事務

使用承認件数 800件

予
算
な
し

使用公金取扱事
務

取扱件数 500件

予
算
な
し

1.62 1,035

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

青少年事業に関
すること（小学
生～高校生）

事業数 １５事業 310

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

親子事業に関す
ること（園児～
小学生～保護
者）

事業数 １０事業 １３事業 163

業
務
計
画

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

交流事業に関す
ること（園児～
小学生～青年～
保護者）

事業数 ５事業 ６事業 42

業
務
計
画

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

音楽事業に関す
ること

事業数 ５事業 ５事業 375

業
務
計
画

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

開放事業に関す
ること(学習室・
こどもアトリ
エ・卓球・こど
もコーナー)

事業数 ６事業 ７事業 48

業
務
計
画

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

学校外活動のた
めの施設開放

利用者延人数 30,000人 33,546人

業
務
計
画

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

青少年及び青少
年団体支援のた
めの施設開放

開催日数 ３０６日 ３０６日

業
務
計
画

30 総

はまかぜコン
サート・海青
祭の開催(海
岸青少年会
館）

青少年育成と居
場所づくりのた
め

青少年
団体等
及び青
少年

定
例
定
型

事業数 ２事業 ２事業 ２事業 131

業
務
計
画

２事業 Ａ

会館事業の発表の場及び
地域の参加者と共に会館
利用者が一緒に開催する
ことができ、成果が得ら
れた。

30

はまかぜコン
サート・海青
祭の開催(海
岸青少年会
館）

「はまがぜコン
サート」・「海
青祭」の開催

事業数 ２事業 ２事業 131

業
務
計
画

31 総

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

海岸青少年会館
の整備・再編計
画の検討のため

青少年
及び一
般市民

政
策
複合施設整備

設計に向けた
関係機関協議

設計に向けた
関係機関協議

基本設計・実
施設計

業
務
計
画

１０回 Ａ

基本・実施設計、仮設棟
建設、既存建物解体及び
施設整備に向けての協
議、予算策定を予定通り
実施し、成果を上げた。



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

29
主催事業の開
催（海岸青少
年会館）

30 総

はまかぜコン
サート・海青
祭の開催(海
岸青少年会
館）

30

はまかぜコン
サート・海青
祭の開催(海
岸青少年会
館）

31 総

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

親子事業に関す
ること（園児～
小学生～保護
者）

事業数 １０事業 135

業
務
計
画

維
持

交流事業に関す
ること（園児～
小学生～青年～
保護者）

事業数 ５事業 50

業
務
計
画

維
持

音楽事業に関す
ること

事業数 ５事業 520

業
務
計
画

維
持

開放事業に関す
ること(学習室・
こどもアトリ
エ・卓球・こど
もコーナー)

事業数 ６事業 20

業
務
計
画

維
持

学校外活動のた
めの施設開放

利用者延人数 15,000人

業
務
計
画

予
算
な
し

青少年及び青少
年団体支援のた
めの施設開放

開催日数 ３０８日

業
務
計
画

予
算
な
し

0.41 120

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

「はまがぜコン
サート」・「海
青祭」の開催

事業数 ２事業 120

業
務
計
画

維
持

0.56 74,414

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
37/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

仮設工事及び建
物解体工事や施
設整備に向けて
の協議等、予算
策定

協議等回数 ８回 １０回

業
務
計
画

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

業
務
計
画

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

業
務
計
画

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

業
務
計
画

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

業
務
計
画

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
38/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

31

海岸青少年会
館・福祉会館
外複合施設再
整備事業（海
岸青少年会館
の整備）

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

施設整備の協議
及び近隣への説
明や体験学習施
設のあり方の検
討

協議等回数 ８回

業
務
計
画

予
算
な
し

仮設工事に伴う
通信施設の移転
事業

移転回数 １回 169

業
務
計
画

維
持

仮設工事に伴う
情報機器及び事
務所備品の移転
事業

移転回数 １回 1,564

業
務
計
画

維
持

仮設賃貸借業務 賃貸期間 10か月 7,036

業
務
計
画

維
持

会館既存施設解
体事業

解体期間 8か月 38,459

業
務
計
画

維
持

（仮称）茅ヶ崎
公園体験学習施
設整備事業基本
設計・実施設計
事業

期間 １年間 27,186

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
39/40

25年度 26年度 27年度 132,326 132,326

課かい名

施策目標

青少年課

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

888 総
災害応急対策
活動

本市域に、地震
動・津波等伴諸
現象による同時
多発的災害が発
生した場合に、
被害を軽減し、
応急対策活動を
迅速的確に対処
する。

全市民
等 Ａ

消防訓練や研修等への参
加により非常時の行動内
容の確認を行った。

888
災害応急対策
活動

災害応急対策活
動マニュアルの
充実

マニュアルの
見直し

平成２６年
４月

平成２６年
４月

888
災害応急対策
活動

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

平成２６年
５月

平成２６年
５月

888
災害応急対策
活動

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

年１回 年３回

888 総 庁内共通事務



業務棚卸評価シート

（右側）
40/40

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

888 総
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888 総 庁内共通事務

177,781 177,781

青少年課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.68

災害応急対策活
動マニュアルの
充実

マニュアルの
見直し

平成２７年
４月

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

平成２７年
５月

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

年２回

0.83


